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1. はじめに

昭和53年に「大規模地震対策特別措匿法」が制定され，翌

54年8月には同法に基づき清水市を含む地域が，駿河湾一遠

州灘を震源域とする東海地震の襲来に対する「地震防災対策

強化地域」に指定された。

このような状況を背景として清水市では， 市庁舎の建物と

しての老朽化が進んだこと， および市庁舎の建築スペースが・

市行政に対応するには不充分なものになってきたことなどを

勘案し，新市庁舎の建設を決定した。

昭和54年11月には，「清水市新庁舎設計競技」（審査委員長

吉武泰水九州芸術工科大学学長， 指名設計事務所5社）が実

施され， 審査の結果佐藤武夫設計事務所案が採用された。

私どもの事務所は基本・実施設計に当り，新市庁舎が地箆

災害時に中枢的役割を果す防災拠点として充分に機能するよ

うに，動的な解析結果を加えなが・ら構造的に考慮し， 建物に

要求される耐能性， つまり大きな耐力と粘りのある変形性能

が確保されることを条件とした。

また，敷地が臨海低地部に位置するため， 東海地震時に想

定される満潮時で4mの津波に対する配慮として， 1階床レ

ベルをGL+l.2m (AP+3.2m)とし， 電気室•発電機室

を4階に， 中央監視室（防災センク ー）を2階に設け，津波

時にも重要施設部が冠水することのない計画とした。さらに

地下部分に設けた機械室などに関しては， 扉を二重構造にし

て浸水しにくい構造とし， 地下駐車場の入口には防潮堤を設

けるなど充分考慮した。

建築計画の基本方針として特に留意した点は，

①

②

③

市民がはいりやすく， 分りやすくすること

職員が1勁きやすい環境とすること

身障者のための設備を設け， 身障者， 老人がどこへでも

自由に， 容易に行けること。

などである。

ここでは現在最も地震予知に力が注がれ， その地震発生

による被害が憂慮されている地域に建つ消水市新庁舎の設計

について，特に高層棟の構造計画を中心に紹介する。カット

に完成予想図， 写真1には昭和57年 5 月末の施工状況を，図

1に配置図， 屈2,

成図，

3に1階・基準階乎面図， 図4に部門構

表1に建物概要を示す。
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